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光

町
は
県

南
西
部

に
位
置

し
、
自

然
に
恵

ま
れ
た

町
で
、

水
島
工

業
地
帯

の
ベ
ッ

ド
タ
ウ

ン
と
し

て
発
展

し
て
お
り
、
金
光
教
発
祥
の
地
と
し
て
も

有
名
で
、
人
口
は
一
万
二
千
五
百
十
三
人

（
平
成
十
六
年
三
月
末
現
在
）
の
町
で
す
。

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
金
光
町
立
図
書
館
は
、
金
光
町
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
集
積
と
し
て
、
ま
た
、

公
民
館
と
並
ぶ
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
は
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
知
力
育
成
の
場
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
館

長
以
下
六
名
で
す
が
、
全
員
が
全
く
の
素

人
な
の
で
、
毎
日
が
新
鮮
で
楽
し
み
な
が

ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

一
階
は
成
人
及
び
学
生
を
対
象
と
し
た

静
か
な
読
書
空
間
と
し
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

は
Ｉ
Ｔ
講
習
会
や
会
議
室
に
利
用
し
て
い

ま
す
。
二
階
は
、
児
童
・
子
ど
も
向
け
の

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
が
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
、
さ

ら
に
幼
児
用
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

お
り
、
多
少
の
ざ
わ
め
き
の
中
に
も
親
し

み
を
持
っ
た
利
用
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
オ
ー
プ
ン
よ
り
平
成
十
六
年

二
月
末
ま
で
の
四
ヵ
月
間
で
、
延
べ
五
千

人
、
一
ヶ
月
平
均
千
二
百
五
十
人
が
来
館

さ
れ
、
延
べ
一
万
五
千
冊
、
一
ヶ
月
平
均

三
千
七
百
五
十
冊
の
資
料
の
貸
出
が
あ
り

ま
し
た
。
図
書
の
蔵
書
数
は
現
在
約
二
万

冊
で
、
Ａ
Ｖ
資
料
が
約
四
百
五
十
点
あ
り
、

十
六
年
度
中
に
は
約
五
千
冊
を
増
冊
す
る

予
定
で
す
。
現
在
、
児
童
書
・
絵
本
・
紙

芝
居
あ
わ
せ
て
約
一
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
児
童
向
け
図
書
の
整
備

を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

平
日
の
午
前
中
は
、
比
較
的
利
用
者
数

も
落
ち
着
い
て
お
り
、
多
く
の
方
が
館
内

で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
靴
を
脱
い

で
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
乳
幼

児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
方
か
ら
、
子
ど
も

と
安
心
し
て
本
に
親
し
め
る
と
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

午
後
に
な
る
と
、
図
書
館
に
来
る
の
を

楽
し
み
に
園
児
や
児
童
た
ち
が
、
友
達
と

一
緒
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な

本
あ
る
？
」「
あ
の
本
返
っ
て
き
た
？
」

「
こ
の
本
借
り
る
！
」
と
い
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
う
れ

し
く
な
っ
て
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

土
日
は
、
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
の

利
用
が
さ
ら
に
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
Ｄ

Ｖ
Ｄ
あ
る
い

は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど

の
館
内
利
用

が
増
え
、
四

台
の
視
聴
覚

機
器
と
二
台

の
パ
ソ
コ
ン

は
常
に
稼
動

し
て
い
る
、

と
い
っ
た
状

況
で
す
。

十
六
年
度

四
月
か
ら
は

新
た
に
、
未

就
園
児
を
対

象
と
し
た

『
お
は
な
し

お
も
ち
ゃ
ば

こ
』（
読
み

聞
か
せ
）
を

定
期
的
に
行

う
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
本
離
れ
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
昨
今
で
す
が
、
幸
い
金
光
町
に
は
以

前
よ
り
歴
史
あ
る
金
光
図
書
館
が
あ
り
、

町
内
に
図
書
館
が
二
館
あ
る
と
い
う
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境
を
大

い
に
生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
本
と
の

つ
な
が
り
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
開
館
時
間
・
休
館
日
●

開
館
時
間

火
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

日
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
５
時

休
館
日

月
曜
日
（
第
３
日
曜
日
の
次

の
月
曜
日
は
開
館
）

第
３
日
曜
日
の
前
日
の
土
曜

日
・
第
３
日
曜
日
・
祝
日
・

月
末
図
書
整
理
日
（
月
末
が

休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
・
年
末
年
始
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岡
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岡
山
県
総

合
文
化
セ
ン

タ
ー
は
、
本

年
三
月
末
を

持
っ
て
閉
館

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

閉
館
後
、
図
書
館
部
門
に
つ
い
て
は
、

四
月
一
日
「
岡
山
県
立
図
書
館
」
へ
移
行

し
、
文
化
部
門
に
つ
い
て
は
、
現
建
物
を

改
修
し
、
平
成
十
七
年
度
中
に
「
岡
山
県

県
民
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と

し
て
発
足
す
る
予
定
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
、
県
立
美
術
館
開
館

を
契
機
に
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館
部
門

を
県
立
図
書
館
と
し
て
独
立
さ
せ
る
な
ど

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
再
編
整
備
の
方
向

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
完
結
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
当
時
、

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
お
い
て
、

こ
の
再
編
整
備
に
携
わ
り
、
こ
の
た
び
、

さ
ら
に
、
閉
館
の
任
に
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
、
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

当
館
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
県
民
の
よ

り
豊
か
な
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

当
時
の
県
立
図
書
館
、
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
県
日
米
文
化
セ
ン
タ
ー
を
母
体

に
し
て
誕
生
し
た
総
合
的
な
教
育
・
文
化

施
設
で
し
た
。
建
物
は
、
岡
山
国
体
の
昭

和
三
十
七
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
以
来
、

関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
総
合
的
機

能
を
発

揮
し
、

新
機
軸

の
活
動

を
展
開

す
る
な

ど
岡
山

県
の
教

育
・
文

化
の
向

上
に
大

き
な
軌

跡
を
残

し
た
と

こ
ろ
で

あ
り
ま

す
。

し
か
し
、
社
会
の
高
度
化
、
県
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
当
館
の
機
能
は
、

独
立
・
専
門
化
の
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
県
立
博
物
館
、
同
六
十
三

年
県
立
美
術
館
、
平
成
七
年
県
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
、
同
九
年
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
れ
に
併
せ
て
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
機
能
・
組
織
は
縮
小
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
図
書
館
部
門
に
つ
い

て
は
、
独
立
化
は
遅
れ
ま
し
た
が
、

自
動
車
文
庫
か
ら
市
町
村
図
書
館
支

援
へ
の
シ
フ
ト
（
市
町
村
図
書
館
へ

の
巡
回
協
力
車
の
運
行
、
普
及
課

（
分
室
）
の
設
置
、
公
立
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
設

置
）、
電
子
図
書
館
構
想
の
推
進
、

専
門
的
資
料
の
充
実
な
ど
県
立
図
書

館
と
し
て
の
役
割
を
着
実
に
高
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
新
県
立
図

書
館
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
こ
に
、
四
十
六
年
九
ヶ
月
に
わ

た
る
「
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
岡
山
県
立
図
書
館
は
、
四
月
一

日
に
誕
生
し
ま
す
が
、
約
半
年
間
は
準
備

の
た
め
や
む
を
え
ず
休
館
し
ま
す
。
九
月

二
十
五
日
に
、
岡
山
市
丸
の
内
（
旧
丸
之

内
中
学
校
跡
地
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

地
下
一
階
、
地
上
四
階
と
い
う
低
層

な
が
ら
も
、
面
積
一
万
八
千
平
方

メ
ー
ト
ル
と
堂
々
と
し
た
建
物
で
す
。

主
題
部
門
別
制
を
取
り
入
れ
、
社
会

の
情
報
化
に
も
十
分
対
応
す
る
な
ど

最
先
端
の
図
書
館
で
す
。
県
庁
と
岡

山
城
と
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
と
あ

わ
せ
、
岡
山
の
顔
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

現
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震

補
強
を
施
す
と
と
も
に
、
図
書
館
部
門
が

使
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
展
示
室
や
文
化
情

報
コ
ー
ナ
ー
に
、
地
下
は
音
楽
・
演
劇
等

の
練
習
室
に
す
る
な
ど
大
規
模
改
修
を
行

い
、
平
成
十
七
年
度
中
に
装
い
も
新
た
に

「
県
民
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
県
図
書
館
協
会
会
員
各
位
に
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新

し
い
県
立
図
書
館
に
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
閉
館
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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岡山県立図書館の図書館協力活動�

岡
山
県
立
図
書
館
の
開
館
は
、
今
年
の

九
月
二
十
五
日
（
土
）
と
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
県
立
図
書
館
が
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
計
画
し
て
い
る
の
か
、
市
町

村
立
図
書
館
と
の
協
力
活
動
に
し
ぼ
っ
て

整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

協
力
貸
出

県
民
の
大
半
は
日
常
的
に
身
近
に
あ
る

市
町
村
立
図
書
館
を
利
用
し
ま
す
。
県
民

の
図
書
館
利
用
の
窓
口
は
市
町
村
立
図
書

館
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

県
立
図
書
館
は
市
町
村
立
図
書
館
の
求

め
に
応
じ
積
極
的
に
資
料
の
協
力
貸
出
で

支
援
し
ま
す
。
市
町
村
立
図
書
館
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
全
体
と
し
て
県
民
の

要
求
に
応
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。

新
し
く
児
童
資
料
や
Ａ
Ｖ
資
料
、
さ
ら
に

雑
誌
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

さ
て
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
効
果

を
発
揮
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

（
一
）
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム

ま
ず
、
県
民
が
必
要
と
す
る
資
料
が
ど

こ
の
図
書
館
に
あ
る
か
検
索
・
予
約
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
県
立
図
書
館

で
は
、
岡
山
県
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

公
立
図
書
館
を
中
心
に
し
た
も
の
で
し
た

が
、
今
後
は
大
学
図
書
館
を
含
む
県
内
図

書
館
の
総
合
目
録
の
方
向
へ
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
二
）
図
書
館
資
料
搬
送
シ
ス
テ
ム

県
立
図
書
館
で
は
、
七
十
八
市
町
村
の

図
書
館
や
公
民
館
図
書
室
に
向
け
て
宅
配

便
（
週
一
回
）
を
使
っ
た
予
約
資
料
の
搬

送
事
業
を
本
格
実
施
し
ま
す
。
県
立
図
書

館
か
ら
市
町
村
立
図
書
館
ま
で
は
県
立
図

書
館
が
、
市
町
村
立
図
書
館
か
ら
県
民
へ

は
市
町
村
立
図

書
館
が
担
当
す

る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

県
独
自
で
行

う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
貸

出
も
こ
の
搬
送

シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
行
い
ま

す
。

二

協
力
レ

フ
ァ
レ
ン
ス

県
立
図
書
館

は
市
町
村
立
図

書
館
の
求
め
に

応
じ
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
を
調
査
し

回
答
し
て
い
き
ま
す
。

（
一
）
主
題
部
門
別
制
の
実
施

県
立
図
書
館
で
は
、
参
考
資
料
、
人
文

科
学
資
料
、
児
童
資
料
、
社
会
科
学
資
料
、

自
然
科
学
・
産
業
資
料
、
郷
土
資
料
の
六

部
門
か
ら
な
る
主
題
部
門
別
閲
覧
制
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
各
部
門
に
は
専
用
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
専

任
の
職
員
を
配
置
し
て
調
査
研
究
機
能
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

閲
覧
室
に
は
約
三
十
万
冊
の
図
書
が
開

架
で
き
ま
す
。
参
考
図
書
や
基
本
図
書
、

専
門
書
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
重
点
収
集

資
料
と
し
て
吉
備
文
化
資
料
と
交
通
文
化

資
料
を
整
備
し
ま

す
。
最
近
関
心
が

高
い
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
関
連
の
資
料
の

充
実
も
図
り
ま
す
。

ま
た
有
料
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
導
入
も

行
い
ま
す
。

（
二
）
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

事
例
の
集
積
は
図

書
館
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、
一

館
だ
け
で
の
事
例

で
は
数
量
に
限
界

が
あ
り
ま
す
の
で
、
協
同
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。
先
の
図
書
館

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
さ
ら
に
郷
土
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
合
わ
せ
「
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大

百
科
」
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

三

資
料
保
存
セ
ン
タ
ー

県
立
図
書
館
は
自
館
の
資
料
を
保
存
す

る
だ
け
で
な
く
、
全
県
的
立
場
に
置
け
る

資
料
保
存
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。
約
二
百
万
冊
収
蔵
可

能
な
書
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
自
動
化

書
庫
も
採
用
し
、
効
率
的
な
保
存
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

四

職
員
の
研
修

質
の
高
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
職
員
の
研
修
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
県
立
図
書
館
で
は
、
基
本
的
、
ト

ピ
ッ
ク
的
な
課
題
を
中
心
に
し
た
一
般
研

修
と
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
等
の
専
門
研
修
を

そ
れ
ぞ
れ
年
三
回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
館
長
研
修
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

五

図
書
館
未
設
置
町
村
の
支
援

県
下
の
図
書
館
設
置
率
は
五
〇
％
を
超

え
ま
し
た
が
、
ま
だ
三
十
八
町
村
に
は
図

書
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
未
設
置
町

村
に
は
公
民
館
図
書
室
や
へ
き
地
指
定
校

へ
の
配
本
を
行
い
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

空
白
地
帯
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

他
に
、
市
町
村
立
図
書
館
や
公
民
館
図

書
室
に
職
員
が
出
か
け
、
運
営
相
談
等
が

行
え
る
巡
回
協
力
事
業
も
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
は
、
県
民
す
べ
て
が
利
用

で
き
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
市
町
村
立
図

書
館
や
公
民
館
図
書
室
と
連
携
・
協
力
し
、

ま
た
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
な
ど
を
活
用

し
、
県
立
図
書
館
が
収
集
、
蓄
積
し
た
資

料
・
情
報
を
効
果
的
に
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成
十
六
年
一
月
五
日
午
前
九
時
、
新

し
い
年
を
迎
え
、
仕
事
始
め
の
日
に
熊
山

町
立
図
書
館
は
、
二
度
目
の
産
声
を
あ
げ

ま
し
た
。

最
初
に
産
声
を

あ
げ
た
の
は
、
平

成
十
三
年
九
月
。

そ
れ
ま
で
の
公

民
館
図
書
室
の
か

た
ち
の
ま
ま
で
、

電
算
化
も
さ
れ
ず
、

た
だ
条
例
設
置
の

み
と
い
う
少
し
寂

し
い
図
書
館
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ

か
ら
二
年
四
ヶ
月
。

約
一
ヶ
月
の
準

備
期
間
を
経
て
、

夢
だ
っ
た
電
算
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。

さ
ら
に
準
備
の

た
め
の
閉
館
期
間

を
利
用
し
て
館
内

レ
イ
ア
ウ
ト
を
大

き
く
変
え
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
に
と
も
な
う
資
料

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
作
業
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
基
金
の
補

助
金
を
受
け
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
つ
い
て
最

も
考
慮
し
た
の
が
、
ひ
た
ひ
た
と
迫
っ
て

き
て
い
る
町
村
合
併
の
波
へ
の
対
応
で
し

た
。ち

ょ
う
ど
合
併
の
分
科
会
レ
ベ
ル
で
の

話
し
合
い
が
進
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
分

科
会
の
席
で
他
町
の
図
書
館
の
方
に
も
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
合
併
に
よ
り
図
書
館
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
図
書
館
資
料
も
相

互
利
用
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
バ
ー

コ
ー
ド
の
最
初
の
数
字
を
館
番
号
と
し
、

合
併
が
予
想
さ
れ
て
い
る
他
の
図
書
館
の

も
の
と
は
違
う
も
の
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
併
せ
て
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー

ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
最
初
の
数
字
も
館
番

号
の
数
字
と
同
じ
も
の
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
機
種
に
つ

い
て
も
他
町
、
県
等
の
状
況
を
考
慮
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
館
期
間
を
利
用
し
て
の
館
内

の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
で
は
!
今
ま
で
と
同

じ
場
所
を
、
利
用
者
の
方
に
い
か
に
広
く

ゆ
っ
た
り
感
じ
て
い
た
だ
け
る
か
"
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
入
っ
て

す
ぐ
の
ス
ペ
ー
ス
を
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
に

し
、
二
段
の
低
い
書
架
を
配
置
す
る
こ
と

で
空
間
を
作
り
、
館
内
へ
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
た
時
の
印
象
を
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
一
般
の
書
架
に
も
流
れ
を

作
っ
た
こ
と
に
よ
り
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の

死
角
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の

様
子
が
目
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
を
探
さ
れ
て
い
る
方
等

に
対
す
る
声
か
け
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
か
ら
も
!
明
る
く
な
っ
た

ね
"!
広
く
感
じ
る
ね
"!
本
を
探
し
や
す

く
な
っ
た
よ
"
な
ど
、
嬉
し
い
お
言
葉
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
作
業
は
本
当
に
大

変
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
疲
れ
も
吹
き

飛
び
、
関
係
者
一
同
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま

す
。し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
一
番
の
課
題
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

公
開
で
す
。

現
在
は
館
内
の
端
末
で
の
み
公
開
し
て

い
ま
す
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
、
さ
ら
に

ゆ
く
ゆ
く
は
岡
山
県
の
横
断
検
索
シ
ス
テ

ム
へ
の
加
入
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い
て
も
、
時

間
的
・
距
離
的
に
図
書
館
ま
で
足
が
運
べ

な
い
方
の
た
め
、
町
内
の
各
地
区
に
あ
る

公
会
堂
へ
図
書
館
か
ら
出
か
け
て
い
き
、

貸
出
を
す
る
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

感
じ
、
実
施
の
方
向
で
計
画
中
で
す
。

他
の
図
書
館
と
く
ら
べ
る
と
、
本
当
に

カ
メ
の
よ
う
な
熊
山
町
立
図
書
館
の
歩
み

で
す
が
、
一
歩
ず
つ
確
実
に
前
進
し
て
い

き
、
こ
れ
か
ら
も
全
て
の
人
々
に
開
か
れ

た
、
学
習
そ
し
て
情
報
の
拠
点
を
め
ざ
し

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
み
や
け
や
す
え
）
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ�

ウチの�

第
４
回�

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ�

太
田
　
千
春�

久
米
町
立
図
書
館
は
狭
い
図
書
館
で
、

読
書
コ
ー
ナ
ー
さ
え
余
裕
を
も
っ
て
と
る

こ
と
が
で
き
ず
、
窓
が
多
く
空
い
て
い
る

壁
面
も
な
い
の
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

場
所
が
な
い
の
が
常
日
頃
の
悩
み
で
す
。

前
回
ま
で
に
登
場
し
た
図
書
館
の
よ
う
に

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
空
間
的
余
裕
が
な
い

た
め
、
ウ
チ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
わ
れ

て
も
意
識
し
て
や
っ
て
い
る
の
は
本
の
表

紙
を
み
せ
て
飾
る
こ
と
（
特
に
絵
本
）
と

テ
ー
マ
展
示
く
ら
い
か
し
ら
と
い
う
図
書

館
な
の
に
、
な
ぜ
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
執
筆

依
頼
が
き
た
の
で
し
ょ
う
、
ど
こ
か
他
の

図
書
館
と
お
間
違
え
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
と
思
い
な
が
ら
も
引
き
受

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
結
果
的
に
は

図
書
館
を
い
つ
も
と
違
う
視
点
か
ら
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
久
米
町
立
図
書
館
唯
一
の
大
き

な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
が
幼
児
コ
ー

ナ
ー
棚
の
上
の
壁
で
、
こ
こ
は
以
前
か
ら

ず
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
た
ん
ぽ

ぽ
の
家
の
会
員
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
季
節
に
あ
わ
せ
た
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、

昨
年
と
て
も
素
敵
な
!
ぐ
り
と
ぐ
ら
"
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
変
え

る
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
素
晴
ら
し
さ
と
、

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
の
人
形
劇
の
十
八
番
も

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

そ
の
ま
ま
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
ち
ょ
っ
と
倉
庫
を
の
ぞ
き
ま
し

た
ら
、
以
前
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
雪
だ
る

ま
の
飾
り
が
み
つ
か
っ
た
の
で
、
玄
関
ド

ア
や
柱
な
ど
に
さ
げ
ま
し
た
。
ド
ア
の
開

閉
で
揺
れ
る
と
て
も
可
愛
い
飾
り
で
し
た
。

そ
の
可
愛
ら
し
さ
は
、
お
じ
さ
ん
達
は
入

る
の
が
恥
ず
か
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か

し
ら
と
心
配
す
る
ほ
ど
で
し
た
が
大
丈
夫

の
よ
う
で
し
た
。

小
物
は
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー
に
ア
ン
パ
ン

マ
ン
・
ネ
コ
バ
ス
・
プ
ー
さ
ん
な
ど
の
ぬ

い
ぐ
る
み
等
を
置
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は

今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
手
作
り
の
ポ
ン

ポ
ン
で
作
っ
た
人
形
（
？
）
が
置
い
て
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
貸
し
出
し
を
す
る
と

き
に
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
に
つ
な
が
っ
た

り
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て

図
書
館
に
来
た
幼
児
が
中
に
入
り
に
く
そ

う
に
し
て
い
る
こ
と
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
気
付
き
、
そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ポ
ン
ポ

ン
ウ
サ
ギ
を
持
っ
て
出
て
「
中
に
は
こ
ん

な
の
も
あ
る
よ
。
こ
れ
は
あ
げ
る
ね
。」

と
誘
う
と
、
そ
の
子
は
図
書
館
の
中
に
入

る
こ
と
が
で
き
、
読
み
聞
か
せ
の
会
に
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

来
館
し
た
時
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
図
書

館
で
ウ
サ
ギ
を
も
ら
っ
た
と
い
っ
て
喜
ん

で
い
た
の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
最
初
は
怖
が
っ
て
入
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
図
書
館
に
対
し
て
い
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
た
の
だ

と
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

最
初
に

書
い
た
よ

う
に
、
本

が
「
借
り

て
！
」
と

訴
え
て
く

る
よ
う
に

本
を
展
示

す
る
こ
と

に
は
力
を

入
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
図
書
館
を
飾
る
こ
と
に
は

こ
れ
ま
で
重
き
を
お
い
て
お
ら
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
ま
か
せ
で
し
た
。
今
回
こ

れ
を
書
く
に
当
り
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
館

内
を
見
わ
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ポ
ン
ポ
ン
ウ
サ
ギ
を
も

ら
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
少
女
の
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
考
え
る
中
で
、
ど
ん
な
に

館
内
が
狭
く
と
も
本
が
あ
れ
ば
い
い
と
い

う
の
で
な
く
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
や
わ

ら
か
さ
が
、
今
ま
で
思
っ
て
い
た
以
上
に

重
要
な
の
だ
と
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
も
前
向
き

に
取
り
組
み
、
初
め
て
の
方
に
も
柔
ら
か

く
開
か
れ
た
新
鮮
な
図
書
館
で
あ
る
よ
う
、

気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
お
た
ち
は
る
）
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事
務
局
か
ら

企
画
委
員
会
に
参
加
し
て
…

委
員
長

妹
尾
真
理
子

平
成
十
四
年
か
ら
二
年
間
、
企
画
委
員

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
役
に
立
つ
意
見
が
言
え
た
か
し

ら
？
と
思
い
起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
、
思

い
出
す
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
す
が

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
一

月
下
旬
の
昼
過
ぎ
に
、
事
務
局
か
ら
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。「
妹
尾
さ
ん
、
も
う
す

ぐ
会
議
が
始
ま
り
ま
す
よ
。」「
え
っ
、
明

日
で
し
ょ
う
。」「
今
か
ら
で
す
よ
。」
こ

う
言
わ
れ
て
、
電
話
を
持
つ
手
が
汗
ば
ん

で
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ

の
時
正
直
言
っ
て
会
議
の
こ
と
よ
り
も
岡

山
に
行
け
な
く
な
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
（
こ
ん
な
気
持
ち
で
ご

め
ん
な
さ
い
）。

何
回
か
、
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
く

う
ち
に
、
県
内
の
市
町
村
の
図
書
館
、
大

学
図
書
館
の
司
書
の
方
と
情
報
交
換
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
会
で
提
案
さ
れ
た
意
見
は
、
す
ぐ

に
会
報
や
研
修
会
に
反
映
さ
れ
、
事
務
局

の
手
際
の
良
さ
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
、
研
修
会
の
内
容
は
、
私
た
ち
の

現
場
で
す
ぐ
に
活
用
で
き
た
り
、
新
し
い

知
識
と
し
て
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
研
修
内
容
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
読
書
に
関
わ
る
講
演
会

で
は
、
先
進
的
な
活
動
を
し
て
い
る
図
書

館
の
お
話
や
県
内
の
市
町
村
の
動
き
が
把

握
で
き
る
な
ど
、
今
後
の
読
書
活
動
の
方

向
性
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
図
書
館
員
の
研
鑽
の
場
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
が
こ
の
二
年
間
に
思
い
出
に
残
る
こ

と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
会
報
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
大
変
読
み
や
す
く

な
っ
た
こ
と
で
す
（
老
眼
が
近
づ
き
つ
つ

あ
る
私
に
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
）。
内
容

も
充
実
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
十
四
年
六
月
に
届
い
た

「
岡
山
県
図
書
館
協
会
創
立
五
十
周
年
記

念
誌
」
で
す
。
読
み
終
え
て
み
る
と
、
協

会
に
携
わ
っ
た
諸
先
生
方
の
図
書
館
に
対

す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
、
岡
山
県
の
図

書
館
設
置
・
普
及
活
動
の
努
力
の
跡
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
町
、

矢
掛
町
も
そ
う
で
す
が
、
こ
の
十
年
間
に

多
く
の
図
書
館
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
岡
山
県
図
書
館
協
会
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
が
働
く
図
書
館
は
多
く
の
方
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
秋
、
県
民
の
夢
と
希
望
と
期
待
が
ふ

く
ら
む
県
立
図
書
館
が
動
き
だ
し
ま
す
。

岡
山
県
の
文
化
の
新
し
い
幕
開
け
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
県
内

の
図
書
館
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
動

い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
充
分
に
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま

せ
ん
が
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
岡
山
県
図
書
館

協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

（
せ
の
お
ま
り
こ
・
矢
掛
町
立
図
書
館
）

☆

三
月
三
十
一
日
に
岡
山
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
が
閉
館
し
、
九
月
二
十
五

日
に
は
岡
山
県
立
図
書
館
が
開
館
し

ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
岡
山
県
図
書

館
協
会
事
務
局
も
岡
山
県
立
図
書
館

内
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
県
立
図
書
館
が
開
館
し
、
新

体
制
で
事
務
局
を
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
約
半
年

間
は
、
会
員
の
皆
様
に
何
か
と
御
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
の
事
務
局
へ

の
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
御
注
意
く
だ

さ
い
。

新
し
い
県
立
図
書
館
で
皆
様
に
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
、
事
務
局
員
一
同

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

〒
七
〇
〇
―
〇
八
一
四

岡
山
市
天
神
町
八
―
五
四

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

岡
山
県
図
書
館
協
会

会
長

広

江

寿

彦

（
〇
八
六
）
二
二
四
―
一
二
八
六

（
内
線

二
四
五
）

●事務局連絡先●

〒７００－０８２３
岡山市丸の内２丁目６番３０号
TEL：０８６－２２４－１２８６
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